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候
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ー
、
藷
暦
の
朔
は
新
月
の
起
ろ

H
に
御
座
候
ゃ

2
.、．某

H
午
前
十
時
に
新
月
起
る
時
は
2
2
/
2
-
1
=

、ア。`
q
．
か
其
の
前
8
の
月
齢
さ
な
ズ
ヘ
く
や
O

此
の
時
．
葱
暦
の
朔
は
其
の
日
に
御
座
候
ゃ
P

北
の
前
H
に
候
ゃ
。

8
、
結
局
、
月
齢

J々

朔
さ
の
闊
係
は
姐
何
に
御
座

候
哉
。

（答）
1
、
さ
う
で
す

2
、
3
、
月
齢
ど
は
朔
か
ら
其
の
時
ま
で
に
経
過

L
t
H歎
℃
す
0

某

H
午
前
十
時
に
新
月
な
ら

ば
、
其
の
時
、
月
齢

0
、
午
前
十
一
時
に
は
、

I
[
2
4
1
1
0
,
0
4

以
下
同
様
で
す
。
「
其
の
前
8
の

月
齢
」
さ
は
意
味
不
明
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
か
。

又
其
の
「
某
日
」
が
朔
ぐ
す
。

[
九
]
次
の
條
々
御
高
放
な
仰
ざ
た
＜
候
Q
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.
1

、
夜
明
、
H

暮
ー
~
俯
角
七
殷
ニ
一
分
四
0
秒

ば
何
か
ら
出
し

t
し
の
で
す
か
。

2
、
月
の
出
入
だ
け
ば
何
故
月
の
中
心
を
取
り
ま

す
か

Q

答
）
1

、
さ
う
き
め
た
の
で
す
。
（
明
治
五
年
以
前

の
明
六
つ
暮
六
つ
に
相
賞
す
る
し
の
こ
し
て
）

質

疑

欄

2
、
月

11
盈
虚
が
あ
っ
て
．
上
端
が
必
ず
し
も
光

つ
て
居
ろ
↓
J

は
限
り
ま
せ
ん
。
含
一
日
月
な
ざ

な
考
へ
て
御
蔭
見
な
さ
い
）
で
す
か
ら
便
官

L
.

月
面
の
中
心
を
探
る
の
で
す
。
細
し
い
こ
さ
在

計
算
し
た
い
な
ら
ば
、
で
き
な
い
こ
↓
L

も
あ
り

ま
せ
ん
。

【1
0

)

革
文
で
か
い
た
天
文
の
書
籍
。
（
あ
ま
リ
學
術

的
で
な
い
の
を
素
人
さ
し
て
好
み
ま
す
）
星
に

関
す
ろ
博
説
を
書
い
た
も
の
盆
英
文
）
（
逹
頃
手

に
入
れ
た
ギ
リ
ッ
ャ
誹
話
で
少
し
く
知
tJ
ま
し

た
け
れ
ざ
物

t
り
な
い
と
思
ひ
ま
し
戻
宮
生
）

（
答
圏
書
館
C
で
し
し
ら
べ
て
頂
く
よ
り
仕
方
あ
リ

ま
せ
ん
。
摂
術
的
で
な
く
て
ざ
ん
な
の
が
よ
ろ

し
い
か
、
一
寸
わ
か
リ
に
く
く
て
困
り
ま
す
。

星
に
関
し
て
一
貫
し
て
條
就
た
書
い

t
も
の
は

知
リ
ま
せ
ん
。
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云

ふ
名
の
も
の
を
問
い
て
ば
居
り
ま
す
が
．
貨
物

見
ま
せ
ん
の
で
不
明
で
す
。

G
.I••Gnrrett" 

'
A
s
t
r
o
n
o
m
y
 w
i
t
h
 
t
h
e
 
n
a
k
e
d
 eye. 
1
9
0
8

こ

は
一
寸
あ
り
ま
す
が
、
＊
盤
一
戸
氏
「
趣
昧
の

天
文
」
位
の
も
の
で
す
し

R
.
H
.
A
l
l
c
1
豆
tnr

n
a
m
e
s
 nncl nncl 
their M
e
a
n
i
n
g
s
.
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8
9
9

も
多

少
そ
れ
に
近
い
方
で
す
が
、
さ
て
も
御
希
望
に

副
は
な
い
で
せ
う
。

tグ

●
山
本
幹
事
外
遊
の
こ
ご
文
部
省
在

外
研
究
員
マ
了
し
て
、
わ
．
5
山
本
助
敦
授
．
が
近
々
欧
米

に
派
遣
せ
ら
れ
ろ
｀
ミ
が
ほ
ぃ
決
定
し
セ
模
様
で
あ

ろ
0

つ
い
て
は
天
文
同
好
會
ぼ
全
骰
マ
J

し
て
の
管
理

経
螢
上
及
ぴ
運
韓
上
、
大
打
痙
の
無
い
や
う
置
重
・
ト

考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ね
0

助
放
授
の
外
遊
は
約
ニ
ケ

年
で
あ
る
が
同
好
會
ゞ
r

し
て
し
て
は
今
最
も
重
要
な

ろ
時
で
あ
る
0

幸
び
に
温
輯
上
は
新
た
に
流
木
氏
が

加
は
リ
、
叉
．
新
淮
の
両
堀
氏
が
質
際
観
測
に
活
荊

し
｀
巾
村
氏
亦
｛
，
や
全
く
病
氣
よ
り
回
復
し
た
●
そ

れ
に
今
秋
か
ら
に
水
澤
の
上
田
理
學
士
が
京
都
に
轄

・
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
山
本
氏
の
不
在
中
も
大

し
て
心
証
は
い
ら
な
い
こ
息
ふ
が
ー
ー
し
か
し
、
さ

に
か
く
前
競
に
も
断
つ
た
通
り
．
雷
下
ト
ヱ
ィ
望
遠
鏡

の
御
世
話
は
中
止
す
る
。

●
第
二
回
岡
山
講
臀
會

一
、
場
所
°
岡
山
市
山
下
、
岡
山
市
立
商
業
學
校
。

二
0

期
間
0

大
祖
一
年
六
月
十
日
公
星
の
衝
嘗
13

午
後
八
時
か
ら
翌
十
一
日
午
前
十
時
迄
徹
夜
哉
測

三
、
題
目
及
び
講
師
。

人
星
及
び
そ
の
観
測
。

京
部
帝
國
K
學
助
赦
授
理
根
七
山
本
一
清
君
。

四
、
會
費
金
壼
闘
五
拾
錢
也

但
し
天
文
同
好
台
員
は
裔
壼
闘
也

五
、
申
込
所
0

大
正
十
年
六
月
五

H
迄
に
往
復
ハ
が

キ
で
、
岡
山
市
門
田
二
十
一
番
地
天
文
同
好
會
岡

山
支
部
宛
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

大
正
十
一
年
五
月

主
催
京
都
天
文
嚢
内

天
文
同
好
會

同

好

會

報




